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緑と清流課

あさかわ写真コンクールは、日野市と八王子市の両市を流れる浅川を、源流から多摩川の合流点まで

ひとつの流域として捉え、良好な水辺環境と心豊かな浅川流域のまちづくりを目指すため、浅川流域連

携事業のひとつとして行っている催しです。

今年で９回目を迎えたあさかわ写真コンクールですが、今年は312作品の応募があり、それぞれに撮影

者の浅川に対する思いを感じるとこができました。

そして、令和元年11月２日（土）には、日野市多摩平の森ふれあい館にて、表彰式が開催され、入選者

の方々に賞状と副賞の授与が行われました。

表彰式では、大坪日野市長、石森八王子市長および協賛企業として参列してくださいましたカシオ計

算機株式会社の長田様、コニカミノルタ株式会社の渡辺様より賞の贈呈が行われました。

第９回あさかわ写真コンクール表彰式記念写真大坪日野市長（左）と
石森八王子市長（右）

『秋、ふれあい橋の夕焼け』 設楽 誠一

一般の部 最優秀賞 中学生以下の部 最優秀賞

『晩秋の浅川』 城ヶ崎 一心
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清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日 （2）

『未来へジャンプ』斉藤 優

中学生以下の部 優秀賞

『朝焼けの浅川』 井上 美桜

中学生以下の部 八王子市長賞

『流れ』 石川 優太

中学生以下の部 優秀賞

『浅川のハンター・灰鷹』 松浦 航

中学生以下の部 日野市長賞

『秋の南浅川』 星野 郁男

一般の部 優秀賞

『堰の流れで涼をとる』箕箸 俊一

一般の部 八王子市長賞

一般の部 優秀賞

『雪に暮れゆく廿里町』大野 滋

『大切にしたい！子ども時代』小野 絵理

一般の部 日野市長賞

一 般 の 部

最 優 秀 賞

秋、ふれあい橋の夕焼け 設楽 誠一

優 秀 賞

雪に暮れゆく廿里町 大野 滋

秋の南浅川 星野 郁男

日 野 市 長 賞

大切にしたい！子ども時代 小野 絵理

八王子市長賞

堰の流れで涼をとる 箕箸 俊一

佳 作

晩秋の南浅川橋 池田 榮雄

いつもの春 岡田 史郎

緑に染まる川 川村 登

浅川に映る夏 佐々木陽介

水辺の生き物を追って 中西 隆

朝靄に輝く 西山 喜久

夕暮れの寄り道 古本 泰之

雪の浅川 水口 敦

春の風景 村上 逸郎

躍動 渡邉 敦子

中学生以下の部

最 優 秀 賞

晩秋の浅川 城ヶ崎一心

優 秀 賞

流れ 石川 優太

未来へジャンプ 斉藤 優

日 野 市 長 賞

浅川のハンター･灰鷹 松浦 航

八王子市長賞

朝焼けの浅川 井上 美桜

佳 作

川と電車と妹と 粟埜 千洋

真夏の滝つぼ 桑原 心哉

春真っ盛り 小山 咲風

羽ばたくカモ！ 篠﨑 愛里

青春（あおはる） 竹板まりも

みんなのあそび場 南浅川 平田 実暉

自然のなかで 増島 美愛

浅川の春 水口 信綱

せせらぎ 望月 優吾

菜の花摘み 八木下湖雪

□作品募集期間 令和元年５月７日～９月２日

□応募作品数 一般の部 274作品 中学生以下の部 38作品 計 312作品
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①
緑
と
清
流
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

緑
と
清
流
ポ
ス
タ
ー
は
、
市
内
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
日
野
市
の
水
と
緑

を
テ
ー
マ
に
描
い
た
、
環
境
に
関
す
る
啓

発
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
描
い
て
い
た
だ
い
た

ポ
ス
タ
ー
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
一
階
に

て
、
掲
示
し
ま
し
た
。
掲
示
期
間
は
そ
れ

ぞ
れ
、
小
学
生
の
部

10月
２
日
～

10月

11

日
、
中
学
生
の
部

10月

15日
～

10月

25日

で
す
。
今
年
も
多
く
の
方
に
ご
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
野
市
の
環
境
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
小
・
中
学
生
の
思
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

②
ミ
ニ
水
族
館

市
内
を
流
れ
る
用
水
に
生
息
す
る
水
生

生
物
を
、
市
役
所
本
庁
舎
一
階
に
展
示
し

ま
し
た
。
水
槽
の
中
に
は
、
カ
マ
ツ
カ
や

タ
モ
ロ
コ
と
い
っ
た
川
魚
を
中
心
に
、
サ

ワ
ガ
ニ
等
の
普
段
あ
ま
り
観
る
こ
と
の
で

き
な
い
生
物
も
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
緑
と
清
流
ポ
ス
タ
ー
同
様
、

来
庁
し
た
多
く
の
方
々
に
ご
観
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
水
槽

に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
た
印
象
が
強
く

残
り
ま
し
た
。
ミ
ニ
水
族
館
を
き
っ
か
け

に
市
内
を
流
れ
る
川
や
用
水
の
生
き
物
に

対
し
て
興
味
を
抱
い
て
も
ら
え
た
ら
幸
い

で
す
。

③
日
野
用
水
ク
リ
ー
ン
デ
ー

10月

20日
（

日
）

例
年
、
環
境
月
間
の
催
し
の
一
つ
と

し
て
行
っ
て
い
る
日
野
用
水
ク
リ
ー
ン

デ
ー
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
多
く
の
市
民
の
方
々
に
ご
参
加
、

ご
協
力
い
た
だ
き
、
水
路
の
草
刈
り
や

藻
狩
り
を
は
じ
め
、
ご
み
拾
い
等
水
路

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
の
用
水
は
全
長
で

116㎞
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
行
政
と
市
民
の
協

働
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
野
用

水
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日（3）

緑と清流ポスター展示の様子

ミニ水族館

日野用水クリーンデーの様子

環
境
月
間
報
告

環
境
月
間
報
告

環
境
月
間
報
告

例
年
、
緑
と
清
流
課
で
は

10月
を
環
境
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
環
境
月
間
は
、

様
々
な
催
し
を
通
じ
て
、
日
野
市
の
水
と
緑
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
市
民
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

元
号
が
令
和
と
な
っ
た
今
年
度
も
、
「
水
を
守
り
、
緑
を
育
て
ひ
と
が
活
き
る
ま

ち
ひ
の
」
を
テ
ー
マ
に
①
緑
と
清
流
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
②
ミ
ニ
水
族
館
、
③
日
野

用
水
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
行
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
を
致
し
ま
す
。

第第



清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日 （4）

浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅 浅浅
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徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳 徳徳

水水水水水水水水水水 水水
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺 辺辺
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楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 楽楽
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浅
川
で
遊
ぼ
う
５

「
バ
ッ
タ
取
り
と
植
物
観
察
」

９
月

14日（
土
）

例
年
９
月
に
行
っ
て
い
る
こ
の
催
し

は
、
ふ
れ
あ
い
橋
や
高
幡
橋
の
付
近
の

草
地
で
潤
徳
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

虫
取
り
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
取
っ

た
虫
を
観
察
し
た
り
、
専
門
家
の
方
に

詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
虫
に
対
し
て

興
味
を
も
つ
良
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
バ
ッ
タ
や
チ
ョ

ウ
な
ど
多
く
の
虫
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す

浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校
推
進
協
議
会

は
近
年
、
長
い
活
動
の
中
で
ス
タ
ッ
フ

の
高
齢
化
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
協
議
会
で
は
、
水
辺
の

楽
校
の
活
動
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
だ

さ
る
ス
タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
現
在
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
の
は
、
潤
徳
小
学
校
に
関
り
が
あ
る

方
々
が
多
い
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と

遊
ぶ
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
り
、
水
辺
に

関
わ
る
活
動
に
興
味
が
あ
る
と
い
っ
た

方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
詳
し
く
知
り
た

い
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
緑
と
清

流
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

緑
と
清
流
課
水
路
清
流
係

０
４
２

－

５
１
４

－
８
３
０
９

10月12日（土）、全国的に猛威を振るった台風19号が日野市内にも上陸しました。あれから３ヵ月ほ

ど経過しましたが、皆様においては深く印象に残っていることと思います。当時、台風圏内では、JR

の運行も全面的に計画運休となる等、全国的に大きな被害をもたらしました。市内でも、浅川・多摩

川共に水位が激しく上昇し、川へ排水するための樋門から、逆流して川の水が流れ込んできてしまう

等、想定外の事態が多々起こりました。

台風上陸中、緑と清流課では、市の管理地である水路の氾濫を防ぐための調整や、緑地等の安全確

認を行うため、常に巡回体制でした。また、台風が過ぎ去った後も、一部取水が難しくなっている水

門の復旧作業や、用水路の巡回等を行い、原状回復に向けての対応を行いました。

台台風風1199号号がが日日野野市市にに上上陸陸ししままししたた

10月12日 ふれあい橋付近の様子 10月17日 ふれあい橋付近の様子



昨
年
の
菊
花
展
は
、
令
和
に
な
っ

て
初
め
て
で
す
。
そ
し
て
、
日
々

菊
づ
く
り
に
精
を
出
し
、
観
る
人

を
喜
ば
せ
続
け
て
き
た
日
野
市
菊

友
会
創
立

50周
年
と
い
う
、
記
念

す
べ
き
年
の
展
示
に
な
り
ま
し
た
。

高
幡
不
動
尊
菊
ま
つ
り
で
は
、

『
菊
の
三
重
塔
』
を
バ
ッ
ク
に
、

七
五
三
の
記
念
写
真
を
撮
る
ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

緑
と
清
流
課
で
は
毎
年
日
野
市
菊

友
会
副
会
長
の
志
村
進
一
さ
ん

（
写
真
左
）
と
共
に
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
不
動
堂
前
の
テ
ン
ト

内
に
手
作
り
の
『
ミ
ニ
不
動
堂
』

を
、
背
後
に
富
士
山
や
滝
を
象
っ

た
菊
を
置
き
、
周
辺
を
雲
海
の
よ

う
に
菊
花
で
包
み
ま
し
た
（
写
真

左
）
。
金
色
屋
根
の
お
堂
に
は

『
本
物
』
の
不
動
明
王
像
や
仁
王

像
の
写
真
を
配
置
。
真
綿
を
赤
く

染
め
て
『
護
摩
焚
き
』
を
模
す
手

の
込
み
よ
う
。
毎
年
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
る
観
客
の
声
を
励
み
に
、

今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日（5）

浅浅浅浅浅浅浅浅浅浅 浅
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令和初初のの

菊菊花花展展

春には少し早いのですがツバメの話です。年が明け２、３か月すると越冬地の東南アジアから

ツバメたちが日本に帰って来ます。昨年、中央線の豊田駅には３月26日に初めて姿を現しました。

ツバメは“春告げ鳥”として親しまれてきました。

飛ぶ虫だけをエサにするツバメは水辺・水田の鳥です。稲の害虫を捕ってくれるツバメは昔か

らありがたい鳥として、日本人は大事にしてきました。そのためツバメは天敵の少ない人のそば

で安心して子育てをするようになったのです。

日野には「恩返しをしたつばめ」という昔話が万願寺に残っているそうです。家人の命を助け

た恩人としてツバメを慈
いつく

しむ話です。

この伝統は今の日野に引き継がれています。昨春、広報「ひの」の表紙を豊田駅のツバメが飾

りました。表紙に「ツバメが選ぶまち」とあります。

日野はツバメの多いまちです。これは多摩川、浅川、用水などの水辺があり、雑木林などの緑

地が多いことでエサの虫に困らない、さらにまち

の人々がツバメに優しいためだと紹介されました。

いつまでもツバメに選ばれる優しいまちでありた

いものです。

金子 凱彦（日野の自然を守る会）

ツバメの多いまち 日野



清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日 （6）

●
落
川
公
園

（
街
区
公
園

143）

所
在
地

：

落
川
２
０
１
２
／
面
積

：

２
、
７
４
７
㎡
／
開
園
日

：

平
成

15年
８
月
１
日

日
野
市
落
川
が
落
川
村
と
称
さ

れ
た
時
代
、
家
数

35軒
の
集
落
が

上
落
川
と
下
落
川
に
二
分
さ
れ
点

在
し
て
い
ま
し
た
。
生
業
は
主
と

し
て
水
田
農
業
を
営
み
、
養
蚕
業

を
副
業
と
し
て
き
ま
し
た
。

落
川
と
は
、
浅
川
の
流
れ
が
多

摩
川
に
合
流
す
る
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
合
流
点
付
近
の
地
名
は
油
面
と

い
い
、
川
の
面
が
油
を
流
し
た
よ

う
に
見
え
た
た
め
そ
の
名
が
付
け

ら
れ
た
か
ら
で
す
。
（
別
説

寺

の
燈
明
の
油
を
上
納
す
る
た
め
、

年
貢
米
を
免
除
さ
れ
た
の
で
油
免

と
い
う
。）

か
つ
て
多
摩
川
は
、
鮎
の
漁
場

と
し
て
解
禁
時
に
は
賑
わ
い
、
筏 い
か
だ

流
し
や
渡
し
船
が
盛
ん
で
し
た
。

「
長
閑

の
ど
か

さ
や
船
頭
一
人
客
一
人
」
、

大
正
時
代
の
合
流
点

近
く
の
句
で
す
。

大
正

14年
に
は
玉 ぎ
ょ
く

南 な
ん

鉄
道
（
現
在
の
京

王
線
）
が
敷
設
さ
れ
、

昭
和
初
期
に
川
崎
街

道
が
改
修
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
公
園
の
近

く
に
は
、
蔵
屋
敷
と

い
う
地
名
が
あ
り
、

か
つ
て
村
が
繁
昌
し

て
い
た
こ
と
が
偲 し
の

ば

れ
ま
す
。
こ
の
他
に
、

江
戸
期
か
ら
明
治
初

期
の
諸
法
度
や
布
告

文
を
掲
げ
た
制
札
場

（
高
札
場
）
跡
（
市

史
跡
に
指
定
）
や
落
川
遺
跡
公
園

等
が
あ
り
ま
す
。

●
田 た

中 な
か島 じ

ま公
園

（
街
区
公
園

176）

所
在
地

：

落
川
１
３
９
７

61／

面
積

：

603㎡
／
開
園
日

：

平
成

18

年
３
月

31日

浅
川
と
多
摩
川
の
合
流
点
に
位

置
す
る
こ
の
あ
た
り
は
地
名
を
落

川
と
い
い
、
浅
川
が
多
摩
川
へ
流

れ
落
ち
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
用
水
が
縦
横

じ
ゅ
う
お
うに
走

り
、
水
田
が
広
が
る
一
方
、
川 か
わ

欠 か

け
や
、
洪
水

こ
う
ず
い

に
見
舞
わ
れ
る
地
域

で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
南
西
に
は
田 た

中 な
か

島 じ
ま

と
い
う
少
し
高
い
場
所
が
あ
り
、

数
軒
の
民
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
軒
に
は
小
舟
が
常
備
さ

れ
て
お
り
、
明
治

43（
１
９
１
０
）

年
の
大
洪
水
で
は
そ
の
舟
で
近
く

の
寺
に
避 ひ

難 な
んし
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
公
園
の
あ
た
り
の
字
名

あ
ざ
め
い

の

元 も
と

屋 や

敷 し
き

は
、
水
害
な
ど
に
よ
り
地

形
が
変 へ
ん

遷 せ
ん

す
る
当
時
の
事
情
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

公
園
名

の

由由由
来来来

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用する
ことを固く禁じます。

令和元年11月９日10日の産業まつりで桑ハウスの

PRイベントとして「桑ハウスクイズ」を開催いたし

ました。

仲田の森蚕糸公園に桑ハウスがあることは知ってい

ても、どんな建物なのか、今、何の工事をしているの

か、なかなか知る機会がないと思います。

今回、クイズを通して桑ハウスを知ってもらおう、

ということでRPイベントを開催しました。産業まつ

りの二日間で子どもからから大人まで、およそ300人

の方がクイズに挑戦しました。桑ハウスの紹介パネル

からクイズの答えを探して、ほとんどの方が全問正解することができました！クイズを通して桑ハウ

スのことを知ることが出来たのではないでしょうか？

紹介パネルは改修工事中の桑ハウスの周りに掲示しておりますので、公園に遊びに来た際にはぜひ

見てみて下さい。今しか見ることのできない、工事中の桑ハウスの姿も載っています。

桑桑ハハウウススのの改改修修工工事事をを進進めめてていいまますす



�程
久
保
川
遊
歩
道
と
ワ
ン
ド

程
久
保
川
は
七
生
丘
陵
に
刻
ま
れ
た
谷

を
源
流
と
す
る
一
級
河
川
で
す
。
谷
戸
田

を
潤
し
つ
つ
蛇
行
し
て
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和

40年
代
、
洪
水
対
策
の
た
め
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
川
は
直
線
化
さ
れ
、
堤
防
が
高
く
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
降
り
て
遊
ぶ
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
か
わ
り
川
沿
い
に
は
、

市
民
の
要
望
を
受
け
て
土
の
地
面
も
含
む

長
い
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
雑
木

林
の
樹
種
や
サ
ク
ラ
な
ど
が
植
栽
さ
れ
、

季
節
を
感
じ
る
散
歩
道
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
遊
歩
道
を
歩
い
て
い

る
と
、
程
久
保
川
の
所
々
に
ミ
ゾ
ソ
バ

（
牛
革
草
）
の
群
生
地
を
見
る
事
が
で
き
ま

す
。
ミ
ゾ
ソ
バ
（
牛
革
草
）
は
、
新
選
組

副
長
・
土
方
歳
三
の
生
家
が
製
造
・
販
売

し
て
い
た
石
田
散
薬
の
原
料
で
す
。
最
近
、

こ
の
ミ
ゾ
ソ
バ
の
群
生
地
に
外
来
種
の
シ
ャ

ク
チ
リ
ソ
バ
が
侵
入
し
て
き
て
お
り
、
今

後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
多
摩
川
と
の
合
流
点
に
は
、
市

民
提
案
に
よ
り
、
人
工
的
に
ワ
ン
ド
（
緩

や
か
に
蛇
行
す
る
小
川
）
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
護
岸
に
穴
を
開
け
て
程
久
保
川
か

ら
の
流
れ
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
す
が
、

当
時
と
し
て
は
前
例
の
な
か
っ
た
「
一
級

河
川
の
堤
防
に
穴
を
あ
け
る
」
と
い
う
工

事
を
、
市
民
と
行
政
が
尽
力
し
て
実
現
さ

せ
た
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

程
久
保
川
ワ
ン
ド
に
は
豊
か
な
生
態
系
が

形
成
さ
れ
、
小
川
に
は
多
く
の
魚
が
、
周

辺
に
は
豊
か
な
植
生
と
そ
れ
を
利
用
す
る

小
動
物
や
鳥
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
２
０
１
９
年

10月
に
日
本

列
島
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
台
風

19号

に
よ
り
、
ワ
ン
ド
も
土
砂
を
か
ぶ
り
、
植

物
は
な
ぎ
倒
さ
れ
流
れ
も
途
中
で
止
ま
っ

て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
自
然
豊
か
な
場

所
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
く
た
め

に
、
行
政
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
手
を

入
れ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

�落
川
公
園

―
水
に
囲
ま
れ
た
公
園

落
川
公
園
は
土
地
区
画
整
理
事
業
で
つ

く
ら
れ
た
生
き
も
の
に
配
慮
し
た
公
園
で

す
。
程
久
保
川
か
ら
取
水
し
た
落
川
用
水

を
公
園
の
外
周
に
回
し
、
水
辺
に
近
づ
き

や
す
く
し
、
ザ
リ

ガ
ニ

捕
り
や
水
遊

び
が

楽
し
め
ま
す
。

休
日
に
は
見

通
し
の
よ
い

芝
生
の

広
場
は
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。
公
園
の

北
側
に
は
落
川
の

貴
重

な
田
ん

ぼ
も
あ
り
ま
す
。

脇
に
は
一
の

宮

用
水
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
一
の

宮
用
水

は
程
久
保
川
か
ら

ポ
ン

プ
ア

ッ
プ
で
く
み

上
げ
、
こ
こ
で
落
川
用
水
と
合
流
し
、
多

摩
市
の
田
ん

ぼ
ま
で
流
れ
て
い
き
ま
す
。

公
園
の

上
流
は
民
家
の

間
を
流
れ
て
い
る

の
で
一

般
に

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

素

堀
り
の
用
水
で
小
魚
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

ザ
リ

ガ
ニ

捕
り
の

名
人
の
子
ど
も
た
ち
に

は
穴
場
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
で

暮

ら
し
て
い
る

カ
ル

ガ
モ
も
お
り
、

他
に
も

ア
オ
サ

ギ
や
コ
サ

ギ
、

セ
グ

ロ
セ

キ
レ

イ

等
の
野
鳥
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日（7）

程久保川に繁茂するシャクチリソバ

水水
辺辺
のの
ああ
るる
風風
景景

日日
野野

5500選選
選選
ばば
れれ
たた
水水
辺辺
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす

台風19号通過後の程久保川ワンド

落川公園と用水

由由
来来

桑ハ



〈
都

市
化

の
先

駆
者
〉

２
０
１
７
年
に
書
い
た
「
変
な

鳥
？
ハ
ト
の
不
思
議
」
で
は
ド
バ

ト
（
外
来
種
カ
ワ
ラ
バ
ト
）
を
例

に
、
ハ
ト
の
仲
間
は
鳥
の
世
界
で

は
変
わ
り
者
で
、
子
育
て
で
も
植

物
の
種
子
を
餌
と
し
、
下
を
向
い

た
ま
ま
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
在
来

種
で
あ
る
キ
ジ
バ
ト
は
、
茶
色

の
色
彩
が
キ
ジ
の
雌
に
似
て
い

る
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
と
さ

れ
ま
す
が
、
か
つ
て
「
や
ま
ば

と
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

中
西
悟
堂
（
日
本
野
鳥
の
会
の

創
設
者
）
が
１
９
３
８
年
（
昭

和

13年
）
に
著
し
た
『
野
鳥
ガ

イ
ド
』
は
、
身
近
な
鳥
と
し
て

ス
ズ
メ
や
ム
ク
ド
リ
を
「
村
落

の
鳥
」
と
し
て
最
初
に
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
キ
ジ
バ
ト
は
後
半
の

「
森
林
の
鳥
」
で
登
場
し
ま
す
。

ヒ
ヨ
ド
リ
の
都
市
化
は
１
９
６
０

年
代
と
さ
れ
ま
す
が
、
キ
ジ
バ
ト

の
場
合
は
そ
れ
以
前
で
、
野
鳥
の

都
市
化
で
は
先
駆
者
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

〈
鴛
鴦
夫
婦
？
〉

欧
米
に
は
オ
シ
ド
リ
は
い
な
い

の
で
、
英
語
で
は
２
羽
の
キ
ジ
バ

ト
が
「
鴛
鴦
夫
婦
」
を
意
味
す
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
は
キ
ジ
バ
ト

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通
に
見
ら
れ

る
の
は
コ
キ
ジ
バ
ト
と
い
う
近
縁

種
）
が
、
一
年
を
通
し
て
ペ
ア
で

見
ら
れ
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

野
生
の
鳥
類
は
生
存
率
が
低
い
の

で
、
ペ
ア
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う

関
係
は
春
か
ら
夏
の
繁
殖
期
だ

け
と
い
う
の
が
普
通
で
す
。
小

鳥
の
雄
は
毎
年
春
に
歌
い
だ
し
、

雄
が
雌
に
選
ば
れ
る
と
ペ
ア
と

な
り
ま
す
が
、
夏
ま
で
に
子
育

て
を
終
え
て
関
係
性
も
終
わ
り

ま
す
。
小
鳥
の
繁
殖
に
は
餌
と

し
て
虫
が
欠
か
せ
な
い
の
で
秋

冬
は
子
育
て
し
な
い
し
、
ペ
ア

に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、
季
節
を

問
わ
ず
タ
ネ
さ
え
あ
れ
ば
繁
殖

で
き
る
ハ
ト
の
仲
間
は
、
１
年
中
、

ペ
ア
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
見
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
親
子
を
探
そ
う
〉

キ
ジ
バ
ト
は
雌
雄
の
姿
は
似
て

い
ま
す
が
、
低
い
声
で
「
デ
デ
ッ

ポ
ッ
ポ
ー
」
と
鳴
く
の
は
雄
だ
け

で
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
同
じ
よ

う
に
「
雌
を
呼
ぶ
」
「
縄
張
り
を

宣
言
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

巣
作
り
の
際
は
、
枝
を
く
わ
え
て

運
ぶ
の
は
雄
で
、
木
の
茂
み
で
待

機
し
て
い
て
枝
を
組
む
の
は
雌
の

よ
う
で
す
。

雌
が
２
卵
を
産
む
と
抱
卵
し
、

半
月
程
度
で
孵
化
。
そ
の
後
、
お

よ
そ
半
月
程
度
で
巣
立
ち
に
至
り

ま
す
。
巣
内
で
は
小
さ
か
っ
た
ひ

な
も
巣
立
ち
後
、
数
日
も
し
な
い

う
ち
に
親
鳥
と
同
じ
サ
イ
ズ
に
な

る
の
で
、
親
子
は
大
き
さ
で
は
区

別
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

左
右
の
襟
の
あ
た
り
に
あ
る
縞
模

様
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

の
縞
模
様
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も

淡
い
の
が
若
い
証
で
す
。
２
羽
で

い
る
キ
ジ
バ
ト
は
ペ
ア
で
し
ょ
う

が
、
３
羽
で
い
た
ら
親
子
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
ひ
な
が
２
羽
と
も
育

つ
こ
と
は
少
な
い
の
で
、
４
羽
で

い
た
ら
２
ペ
ア
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
４
羽
中
の
２
羽
の
縞
模
様
が

淡
け
れ
ば
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
子
供
が
２
羽
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

は
ず
で
す
。

文
（
公
財
）日
本
野
鳥
の
会

主
席
研
究
員

安
西
英

明

写
真

金
子

精
一

季
節
も
冬
と
な
り
、
寒
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
健
康
管

理
に
気
を
遣
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
率
直
に
申
し
ま
す
と
、

私
は
冬
の
寒
さ
が
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
朝
布
団
に
包
ま
り
な

が
ら
、
冬
な
ん
て
来
な
け
れ
ば
な
ぁ

と
考
え
た
り
も
し
ま
す
。
で
す
が

そ
の
反
面
で
、
冬
の
景
観
は
と
て

も
好
き
で
す
。
毎
年
雪
が
か
っ
た

冬
景
色
が
観
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
清
流
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い

て
長
く
連
載
を
続
け
て
き
た
「
み

ど
り
の
翼
」
で
す
が
、
本
号
を
も

ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
毎
度
執
筆

し
て
い
た
だ
い
た
日
本
野
鳥
の
会

の
安
西
様
に
は
、
緑
と
清
流
課
一

同
お
よ
び
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い

る
読
者
の
方
々
よ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

清流ｎｅｗｓ ２０２０年１月１日 （8）

みどりの翼みどりの翼みどりの翼
WINGWINGWING

ああああ

とととと

がががが

きききき

キジバト（成鳥）の日光浴：ハトの
仲間は、日向で翼や尾を広げる行動がし
ばしば観察され、日光浴と思われる。

キジバトの幼鳥：成鳥は首に横縞の模
様があるが、幼鳥の首には模様がないか、
あっても淡い。

キジバト…冬でもペアや
親子が見られる


